
匿名加工情報の作成・第三者提供について 
 

 

１．第三者提供する匿名加工情報について 

 

当院では、包括医療費支払制度方式（ＤＰＣ／ＰＤＰＳ）を採用し、厚生労働省が収集・

管理する情報となるＤＰＣデータを作成しています。 

 

 このＤＰＣデータは、医療機関情報をはじめ、診療記録情報や医薬品情報等で構成さ

れ、医療機関の機能や役割を適切に分析・評価することや、診断群分類の妥当性の検証、

診療内容等の評価等に活用されています。 

 当院においても、医療の質の向上や病院経営の改善に役立てるため、匿名加工したデ

ータを関係機関に毎月継続して提供しています。なお、郵便番号、生年月日を除き全て

のデータを匿名化しますので、氏名や電話番号などから個人が特定される、あるいは個

人情報が開示されるといったことはありません。 

 

 

２．匿名加工情報の提供先と提供方法について 

   

【提供先】 

京都大学大学院医学研究科 ＱＩＰ事務局   ：http://med-econ.umin.ac.jp/QIP/ 

京都大学大学院医学研究科 医療経済学分野 ：http://med-econ.umin.ac.jp/about.html 

一般社団法人 診断群分類研究支援機構     ：http://dpcri.or.jp/ 

 一般社団法人 National Clinical Database ：http://www.ncd.or.jp/ 

 メディカル・データ・ビジョン株式会社     ：https://www.mdv.co.jp/ 

 セコム医療システム株式会社        ：https://medical.secom.co.jp/ 

 一般社団法人 健康・医療・教育情報評価推進機構 

             ：http://www.hcei.or.jp/ 

 一般社団法人 日本循環器学会       ：http://www.j-circ.or.jp/ 

 

※事業・研究内容については、各ホームページをご覧ください。 

 

  【提供方法】 

    匿名加工したデータをさらに暗号化した上で、追跡可能な宅配等により提供 

 

 

３．匿名加工情報に関する問い合わせ窓口 

 

当院における匿名加工情報の作成および第三者提供等についてのお問い合わせは、事

務局までご連絡ください。 

 

海南医療センター 院長 


